
 

事 務 連 絡  

平成３０年４月２５日  

 

  各都道府県・指定都市教育委員会学校体育主管課 

  各 都 道 府 県 私 立 学 校 主 管 課 

  附 属 学 校 を 置 く 各 国 公 立 大 学 法 人 担 当 課 

  独立行政法人国立高等専門学校機構担当課  御 中 

  小 中 高 等 学 校 を 設 置 す る 学 校 設 置 会 社 を 

  所轄する構造改革特別区域法第１２条第１項 

  の 認 定 を 受 け た 地 方 公 共 団 体 の 担 当 課 

 

スポーツ庁政策課学校体育室  

 

 

学校における体育活動中（含む運動部活動）の事故防止等について 

 

 

標記については、「学校における体育活動中の事故防止等について」（平成２７年６月８日付け事

務連絡）等を踏まえ、事故防止や事故の際の対応について適切な措置を講ずるよう周知徹底を図る

など、日頃より格別の御配慮をいただいているところですが、昨年度においても学校における体育

活動中の死亡事故が発生している状況にあります。 

もとより、体育の授業や体育的行事（運動会等）、運動部活動等、全ての学校体育活動においては

事故防止に万全を期する必要があります。また、体罰はいかなる場合でも決して許されるものでは

なく、体罰根絶へ向けた取組の徹底が必要です。 

ついては、事故の再発防止のため、各教育委員会等において学校の体育活動中の事故防止対策等

について再度確認し、必要に応じて、上記の事務連絡に添付されている参考資料も活用しながら見

直しを行うなどの措置を講ずるとともに、各学校において適切な取組が行われるよう御対応願いま

す。 

特にこれからの季節、体が暑さに慣れていないため熱中症が発症しやすい時期になりますので、

水分補給を積極的に行う等、適切な対応をお願いします。また、春季の運動会、体育祭等で実施さ

れる組体操については、「組体操等による事故の防止について」（平成２８年３月２５日付け事務連

絡）等を踏まえ、「体育的行事における事故防止事例集」（独立行政法人日本スポーツ振興センター 

平成２９年３月）も参考にしながら、確実に安全な状態で実施できるのかをしっかりと確認し、で

きないと判断される場合には実施を見合わせるようお願いします。 

都道府県・指定都市教育委員会学校体育主管課及び都道府県私立学校主管課におかれては、域内

の市区町村教育委員会、所管及び所轄の学校に対して、国公立大学法人附属学校担当課におかれて

は、関係する附属学校に対して、構造改革特別区域法第１２条第１項の認定を受けた地方公共団体

の担当課におかれては、所轄する学校設置会社が設置する学校に対して、学校の体育活動に関わる

全ての関係者にこの趣旨の周知徹底を図るようよろしくお取り計らい願います。 

  

                          【本件担当】 

                           スポーツ庁政策課学校体育室指導係 

                           電話 03-5253-4111（内線2674） 

 



 

【スポーツ事故防止（突然死、頭頸部外傷、熱中症等）の参考資料】 
○「スポーツ事故防止ハンドブック」（平成２６年度文部科学省委託事業） 

 

               平成２７年３月 独立行政法人日本スポーツ振興センター 

               ※全学校に配布（平成２７年～２８年） 

https://www.jpnsport.go.jp/anzen/Portals/0/anzen/anzen_sch

ool/handbook.pdf 

 

 

 

 

 

 

 
 
【組体操を含む体育的行事の参考資料】 
○「体育的行事における事故防止事例集」（平成２８年度スポーツ庁委託事業） 

 

               平成２９年３月 独立行政法人日本スポーツ振興センター 

               ※全小学校に配布（平成２９年） 

https://www.jpnsport.go.jp/anzen/anzen_school/bousi_kenky

u/tabid/1809/Default.aspx 

 

 

 

 

 

 

 

 

【重大事故の情報提供】 
○「学校安全ナビ 平成２９年特別号」 

 

               平成２９年９月 独立行政法人日本スポーツ振興センター 

               ※全学校に配布（平成２９年） 

http://www.jpnsport.go.jp/anzen/anzen_school/tabid/996/De

fault.aspx 

 

 

 

 

 

 

 

 

【運動部活動指導の参考資料】 
○「運動部活動での指導のガイドライン」 

平成２５年５月 文部科学省 ※全中学校、全高等学校に配布（平成２５年度） 

http://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop04/list/__icsFiles/afieldfile/2016/07

/01/1372445_1.pdf 

 

別 紙 
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平成２９年度に発生した学校体育活動中の死亡事故（９件） 

 

発生月 校 種 活動内容 事故の状況 

４ 中 学 校 
部活動 

（サッカー） 

放課後の活動中、公園内をランニング中に倒れ、意識不明。

救急搬送されたが、数日後、致死傷不整脈で死亡。 

４ 高等学校 
部活動 

（レスリング） 

体力づくりを中心とする活動中、登り綱を登る上半身のトレ

ーニングをしていたが、登っている途中で気分が悪くなり、

自力でマットまで降りた後、倒れた。救急搬送されたが、病

院で心肺停止となり死亡。死因は内因性突発不整脈。 

５ 高等学校 
部活動 

（サッカー） 

顧問指導の下、ウォーミングアップ・基礎練習等で約30分間、

体を慣らした後、ランニング（約9.5ｋｍ）を行った。残り200

ｍの付近で意識を失い倒れた。救急搬送され、その後、意識

を取り戻したが、入院を続け、およそ５か月後に容体が急変

し死亡。 

６ 中 学 校 
部活動 

（野球） 

部活動の練習メニュー10分間走の際に倒れた。顧問・養護教

諭による措置後、救急搬送されたが、翌日、心室細動のため

死亡。 

７ 高等学校 
部活動 

（野球） 

練習後、３㎞離れた練習場所からランニングで帰校。帰校後、

しゃがみ込み倒れた。救急車到着時は心肺停止状態であり、

心室細動と呼ばれる致死的不整脈が出ていた。その後、心拍

は再開したが、低酸素脳症、多臓器不全の状態になり、数日

後死亡。 

９ 中学校 
部活動 

(野球) 

交流練習試合の際、ブルペンでピッチング練習中にキャッチ

ャーからの返球を受けたところで意識を失い倒れた。特にど

こか強くぶつけた訳ではない。救急搬送されたが、翌日、く

も膜下出血により死亡。 

１１ 高等学校 
部活動 

（野球） 

川に落ちたボールを拾いに行った際、足を滑らせ川に転落。

救助され救急搬送されたが、２日後に死亡。 

１１ 小学校 
行事 

（マラソン大会） 

ゴールした後、体調不良を訴え倒れた。ＡＥＤで心肺蘇生を

行い、救急搬送したが、翌日死亡。 

１２ 高等学校 
部活動 

（陸上競技） 

生徒が投げた陸上競技用のハンマーがボールを拾いに来た

サッカー部の生徒の頭に直撃し、病院に搬送されたが死亡。 

 
 

別 添 


